
特　　　　集／デマンドタクシー運行開始

町政スポット／子育て支援拠点施設竣工式、町生涯学習推進大会　ほか

まちの話題　／ありがとう「風さん」  ふたば保育園ミニコンサート

　　　　　　　協和発酵キリン・ジュニア卓球教室、春の雪山トレッキング　ほか

卒業式・入学式を彩る「啓翁桜」

出荷の準備を行う鈴木利光さん・麗子さん夫妻（宿）

（３月６日／前田沢地内）
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朝
日
町
の
公
共
交
通
の
現
状

　
昭
和
６１
年
の
運
行
開
始
以
来
、
町
民
の

足
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
の
が
町

民
バ
ス
。
民
間
バ
ス
会
社
が
運
行
す
る
路

線
以
外
の
地
域
を
カ
バ
ー
し
、
主
に
自
動

車
を
運
転
し
な
い
方
々
の
移
動
手
段
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
こ
の
バ
ス
の
利
用
者

が
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
）。

そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
自
家
用
車

の
普
及
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
、
利
用
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

に
と
っ
て
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
足
腰
の
弱
く
な
っ

　

町
で
は
交
通
空
白
地
域
の
解
消
と
高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
生

活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
町
民
バ
ス
を
廃
止
し
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー)

の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

※
今
回
運
行
を
開
始
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た

西
部
地
区
、
上
郷
地
区
、
沢
内
地
区
と
宮
宿
区
域
と
な
り
ま
す
。和
合
地
区
、

北
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
民
間
バ
ス
会
社
と
協
議
が
必
要
な
た
め
、
運
行

区
域
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
将
来
的
に
は
全
町
で
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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町民の足が変わります
４月１日から

特集◐ デマンドタクシー運行開始

町民バスから
デマンドタクシー

あいのり号へ
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た
高
齢
者
に
と
っ
て
、
ス
テ
ッ
プ
の
高
い

バ
ス
へ
の
乗
り
降
り
は
負
担
が
大
き
い
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
政
策
推
進
課
の
調
査
に
よ

る
と
、
町
民
バ
ス
の
停
留
所
は
上
屋
設
置

率
が
20
％
、
ベ
ン
チ
の
設
置
率
は
27
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
を
待
つ
環
境
の
厳

し
さ
も
利
用
者
減
少
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。
特
に
降
雪
の
あ
る
冬
場
は
、

い
っ
そ
う
厳
し
い
条
件
下
で
の
待
合
い
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
バ
ス
路
線
以
外
の
地
区
に

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
住
民
混
乗
や
地

域
タ
ク
シ
ー
の
運
行
な
ど
に
よ
り
、
町
中

心
部
へ
の
交
通
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
利
用
日
が
週
２
回
と
限

ら
れ
て
お
り
、
一
日
２
便
の
み
の
運
行
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
利
用
し
や
す
い

環
境
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
要

　
町
民
バ
ス
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
町
が
運

営
す
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
の
多
く

は
、
自
動
車
を
運
転
し
な
い
高
齢
者
の

方
々
で
す
。
人
口
統
計
を
見
る
と
、
今
後

も
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
明

ら
か
で
、
現
在
は
自
動
車
を
運
転
し
て
い

る
方
も
、
将
来
的
に
は
運
転
免
許
を
返
納

す
る
な
ど
し
て
、
運
転
を
控
え
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
高
齢
者
が
自

家
用
車
に
頼
る
こ
と
な
く
、
通
院
や
買
い

物
と
い
っ
た
基
礎
的
な
生
活
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
今
回
町
が
導
入
す
る
の
が「
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
で
す
。

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」と
は
？

　
英
語
の

｢

デ
マ
ン
ド(d

em
an
d
)

」
と

は
「
要
求
」
や
「
需
要
」
と
い
っ
た
意
味
で
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、「
要
求
に
沿
っ

た
タ
ク
シ
ー
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
利
用
者
の
予
約
に
合
わ
せ

て
、
希
望
す
る
場
所
か
ら
場
所
ま
で
乗
合

で
移
動
す
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
、
県

内
で
は
す
で
に
白
鷹
町
や
高
畠
町
、
遊
佐

町
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
町
民
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
地

区
も
カ
バ
ー
し
、
各
家
庭
の
玄
関
先
か
ら

目
的
地
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
具
体
的
な

運
行
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

デマンドタクシーの愛称が「あいのり号」に決まりました

　このほど愛称を募集したところ、おかげ様で 25 点の応募をいただき、選
考の結果「あいのり」に決定しました。今後運行する車両に表示したり、
予約センター電話受付などに活用させていただきます。これからは「あい
のりタクシー」として可愛がって頂ければ幸いです。

▼最優秀「あいのり」　川口菜那花さん（助ノ巻）
▼優　秀「愛のり」　　松尾　和美さん（西　町）
▼優　秀「あいべ」　　菊地早百合さん（西　町）

多数のご応募ありがとうございました。

デマンドタクシー

あいのり号へ

乗り降りのステップ付きで
高齢者にもやさしい配慮
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Ｎ

287

Asahi自然観

大沼

大暮山 大谷

和合

古槇

常盤

宮宿

三中

大滝

上郷

杉山

大船木

今平 水本

下芦沢

Asahi自然観

大沼

大暮山 大谷

和合

国道287号国道287号

古槇

送橋

常盤
太郎

立木

石須部

宮宿

三中

大滝

上郷

杉山

大船木

今平 水本

下芦沢

▼利用料金

全区間１回につき 400 円です。

ただし、小中学生および障害者手帳所持の方は 200 円。幼児は無料です。

12 枚綴りの回数券を使えば１回の利用単価が 334 円となりお得です。回

数券は役場総合窓口、デマンドタクシー内で販売します。

▼運行区域

運行目的が「交通空白

地域の解消」であるた

め、 当 初 は 西 部 地 区、

上郷地区、沢内地区と

宮宿エリアを結ぶ運行

を行います。

和合地区、北部地区は、

民間路線バス会社との

協議が必要なため、今

回の運行エリアからは

ずれていますが、でき

るだけ早く町内全域で

運行できるよう努力し

ていきます。

▼運行日

月曜日～金曜日の平日

に運行します。

祝日および年末年始期

間（12 月 31 日 ～ １ 月

３日）は運休いたしま

す。

お 年 寄 り の 方 の 通 院 や　 買 い 物 以 外 に も、 次 の よ う な 利 用 が 可 能 で す

民間バス

帰省時の墓参りなどに…高校生の通学（主に帰宅）に…

デマンドタクシー運行区域
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▼出発時刻（おおよその目安です）

・上り（各地区発宮宿行き）…午前８時、午
前９時 45 分、午後１時、午後３時 15 分、
午後４時 45 分
・下り（宮宿発　各地区行き）…午前９時、
午後０時 15 分、午後２時 30 分、午後４時
※午後５時 30 分から午後７時までは高校生
のみ利用でき、山交バスの到着時刻に合わ
せて役場前から出発します。この場合、予
約の必要はありません。

▼ Asahi 自然観利用者への対応は？

冬場の自然観利用者を対象に 12 月第３土曜

日から３月第３日曜日までの土・日曜、祝

日（１月１日を除く）の期間には、町有車

両を使用し、移動手段を確保いたします。

役場と自然観の間を１日３往復し、これま

での町民バスと同様、運行経路上から乗り

降りできるようにする予定です。

▼利用できる方

基本的にどなたでも利用できますが、次の

場合は利用できません。

①一人で乗り降りできない方（介護者が付

き添う場合を除く）　②車いすでの利用　③

飲酒により、同乗者に著しく不快感を与え

ると運転手が判断した場合　④ペット同伴

の利用　⑤団体での利用　など

高齢者に優しいサービス
デマンドタクシーに期待

　現在、石須部地
区には 11 世帯、約
20 人が暮らしてお
り、その半数以上

が 65 歳以上の高齢
者です。一人暮ら
しで自動車の運転
免許を持たない方
も複数おりますが、
最寄りの町営バス
のバス停までは約

800 ｍの距離があるため、その多くの方々
は 個別にタクシーを利用しているという

状況でした。
　それに対しデマンドタクシーは、玄関先

から目的地まで利用でき、高齢者にはあり
がたいサービスだと思います。利用料金も
400 円と手頃で、現在は自分で車を運転し
ている方も、将来的なことを考えて利用申
し込みを行っているようです。これまで不
便だった分、便利になる喜びも大きいです
ね。

石須部区長

長岡　誠雄 さん

利用の際は電話予約が必要です

　予約は、運行時刻の 30 分前まで可能です。

ただし、午前８時の宮宿行きは前日の午後６

時までの予約となります。予約の取り消しは、

出発当日の 30 分前までお願いします。

　また、円滑に配車を行うため、利用者登録

（無料）をお願いいたします。コンピュータが

自宅の位置を素早く確認し、ドライバーに知

らせることができますので、お迎えが早くな

ります。

予約センター・問合せ先

　☎　６７－２１７３

FAX６７－２１９５
受付は、平日の午前７時 30 分から午後６時

までです。

お 年 寄 り の 方 の 通 院 や　 買 い 物 以 外 に も、 次 の よ う な 利 用 が 可 能 で す

民間バス

学童保育施設の利用に…
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町政スポット

木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
保
育
園
が
完
成

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
竣
工
式

　
町
の
新
し
い
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
（
あ
さ
ひ
保
育
園
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
）
の
竣
工
式
が
、

３
月
８
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
保
育
園
の
老
朽
化
や
、

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
18
年
12
月
、「
朝
日
町
保

育
園
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
町
保
育
園
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。「
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
統
合
を
行
う
べ
き
」
と
の
答
申
が

同
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
の
を
受

け
、
議
会
や
地
区
と
の
協
議
を
重
ね

た
ほ
か
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
約
９
割
の
方
か
ら
統
合
に
賛
成

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、同
年
11
月
、

統
合
に
向
け
た
基
本
方
針
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
基
づ
き
、
20
年
度
は
用
地

の
取
得
お
よ
び
造
成
、
建
物
の
基
本

設
計
が
行
わ
れ
、
21
年
度
に
建
物
の

本
体
工
事
に
着
手
。
今
年
の
２
月
26

日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
町
内
の
関
係
者
な
ど

約
１
３
０
人
が
出
席
。
鈴
木
町
長
は

「
地
域
住
民
、
保
護
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
拠
点
整
備
の
充
実
を

進
め
て
き
た
。
今
後
も
一
層
、
子
育

て
支
援
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
３
保
育
園

の
園
児
が
く
す
玉
を
割
り
、
そ
の
後

に
ぎ
や
か
な
踊
り
を
披
露
。
締
め
く

く
り
と
し
て
、
参
加
し
た
園
児
全
員

が
大
き
な
声
で
「
よ
び
か
け
」
を
行

い
、
新
た
な
保
育
園
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

※
施
設
の
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

にぎやかに開催された竣工式
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平
成
19
年
に
開
講
し
た
町
の
人
材

育
成
事
業「
あ
さ
ひ
未
来
塾
」の
コ
ー

ス
の
一
つ
「
も
て
な
し
の
心
を
つ
な

ぐ
産
業
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

昨
年
か
ら
「
道
く
さ
観
光
マ
ッ
プ
　

朝
日
町
ツ
ち
ゃ
こ
い
旅
」
と
銘
打
っ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作
し
、
通
常

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
な
い
町

内
の
隠
れ
た
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
発
行
し
た
「
芒ぼ
う

種し
ゅ

号

（
町
西
部
を
紹
介
、５
・
６
・
７
月
号
）」

を
皮
切
り
に
、「
白は
く

露ろ

号
（
町
北
部

を
紹
介
、
８
・
９
・
10
月
号
）」、「
大た
い

雪せ
つ

号
（
町
中
心
部
及
び
和
合
、
沢
内

地
区
を
紹
介
、
12
・
１
・
２
月
号
）」

が
す
で
に
町
内
全
世
帯
に
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
「
啓け
い

蟄ち
つ

号

（
町
南
部
を
紹
介
、２
・
３
・
４
月
号
）」

が
完
成
。
町
内
全
地
域
、「
二
十
四

節
気
」
の
名
称
を
つ
け
、
四
季
の
見

ど
こ
ろ
を
紹
介
し
た
４
冊
が
出
そ
ろ

い
ま
し
た
。

　
三
浦
隆
典
さ
ん
（
版
画
家
・
山
形

市
）
に
よ
る
独
特
の
タ
ッ
チ
の
イ
ラ

ス
ト
が
特
徴
。
町
内
の
小
さ
な
見
ど

こ
ろ
を
お
じ
い
さ
ん
と
二
人
の
孫
た

ち
が
巡
る
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
町
内
を
一
巡
り
し

た
今
号
で
完
結
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
片
手
に
「
ツ

ち
ゃ
こ
い
旅
」
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
問
合
せ
先
　
教
育
文
化
課

☎
６
７
―
２
１
１
８

　
町
内
で
様
々
な
生
涯
学
習
活
動
を

行
う
団
体
が
一
年
間
の
学
び
の
成
果

を
発
表
す
る
「
町
生
涯
学
習
推
進
大

会
」
が
２
月
28
日
創
遊
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
公
民

館
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
。
魅
力
あ
る
生
涯
学
習
や
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
大
会
で
は
、
は
じ
め
に
「
女
性
文

化
教
室
お
ど
り
教
室
」「
和
合
の
未

来
を
創
る
会
」「
西
町
公
民
館
」「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
協
会
」
の
４
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
成
果
を
発
表
。
そ
の
後
、
山
形

県
で
最
も
元
気
な
公
民
館
と
し
て
評

価
の
高
い
、
天
童
市
立
高た
か

擶だ
ま

公
民
館

長
の
齋
藤
浩
一
氏
が
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
齋
藤
氏
は
「
人
が
動
け
ば
、
地
域

が
動
く
」
と
語
り
、
そ
の
た
め
に
は

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
不
可
欠
」

と
説
明
。地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

数
年
前
に
設
置
し
た
「
地
域
づ
く
り

委
員
会
」
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
ほ

か
、
中
世
の
城
址
「
高
擶
城
」
が
今

年
築
城
６
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
多
方
面
に
活
用
し
て
、

地
域
住
民
の
学
習
活
動
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

町政スポット

一
年
間
の
学
び
の
成
果
を
発
表

第
22
回
朝
日
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

道
く
さ
観
光
マ
ッ
プ

「
朝
日
町
　
ツ
ち
ゃ
こ
い
旅
」
が
完
結

講演を行った

齋藤浩一氏

「和合の未来を創る会」の活動成果報告
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　往復定期を利用していま

す。自宅から近い役場前で

乗り降りできるところがい

いですね。

　山形市内では終点に近い

山形市役所前で降りていま

すが、毎日７時 50 分頃に

は学校に到着しています。

遅れることもほとんどなく

安心です。

林　佑弥　さん

（山形工高１年／大滝）

　山形直行バスは、山形市内高校に通学してい

る子どもを持つ親の経済的・時間的負担を軽

減するため、平成 19 年 10 月から運行を開始。

19 年度、20 年度は高校授業日の往路のみ運行

でしたが、平成 21 年４月からは通年運行によ

る往復運行をスタートしました。

　利用状況を見てみると、往路便はグラフのと

おり増加傾向にありますが、復路便は一日平均

４．０人と低調に推移しています。利用者アン

ケートによれば、復路を利用しない理由として、

「運行時刻が遅いこと（山交バス本社前出発時

刻が午後７時 15分、朝日町役場着午後８時 25

分）」を挙げる方が多い状況にあることから、

この結果やバス運行事業の経営安定化を図るた

め、22年度から次の４点を変更いたします。

▼復路便の出発時刻を約１時間早めます

　復路便の出発時刻を改め、高校生の下校利用

として一番多いと思われる午後６時 10 分に山

交バス本社前を出発します。

　この時刻は山形新幹線からの乗換えにも便

利。東京駅発午後３時８分の便を利用すると、

午後６時 00 分に山形駅に到着しますので、接

続よく乗車ができ、朝日町役場には午後７時

21分に到着。東京駅と朝日町が４時間 13分で

結ばれます。

▼発着地を太郎公民館まで延伸します

　これまでは常盤公民館が発着地でしたが、今

後は始発地を太郎公民館前に変更します。太郎・

立木方面からの利用が便利になります。

▼町直営で運行します

　直行バスの経営健全化をめざし、町直営での

運行に切り替わります。これにより年間約 200

万円の経費削減効果が見込まれます。

▼山辺高校通学者が便利に　経路を一部変更

　これまでの復路便は、羽前山辺駅構内を回っ

てから右折して国道 458 号を利用していまし

たが、山辺高校前を通る運行経路に見直します。

山辺高校通学者はさらに便利になります。

■問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

山形直行バスの利用者が延べ 1 万人を達成（３月３日）

もうすぐ進学シーズン

山形方面の高校へ進学される方はぜひご検討を

30

25

20

15

10

5

0
4月 5月

山形直行バス往路一日平均利用者の推移（高校休日除く）

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

▲

（政策推進課調べ）

※21 年度 3月分は 3月 10 日現在

平成 22 年度の
山形直行バス

町政スポット
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（52）

　３月２日団地センターにおいて、町りんご生産者大会

が開催され、町内生産者約 100 人が参加しました。

　元長野県果樹研究会事務局長で当町のシナノスイート

導入の際に尽力された戸谷公次氏が「今後のりんご産業

の戦略」という演題で講演。今後の有効なりんごの栽培

方法として、「丸葉栽培」と「わい化栽培」の中間である「新

半わい化栽培」が紹介されました。これは、経費がかか

らないことと、管理が容易で収穫までの期間が短いこと

が特徴で、園地の改植には最適と指摘しました。続いて

行われた町内の生産者５人によるパネルディスカッショ

ンでは、「秋陽」「ファーストレディ」といった新品種の

販売戦略や栽培方法等について意見交換を行いました。

　翌日は戸谷氏を講師に、シナノスイートのせん定講習

会を実施。新半わい化栽培による樹木の仕立て方の研修

会が町内の園地で行われました。

パネルディスカッションで意見を交換

新品種の販売戦略等について意見交換
りんご生産者大会

対象を小学生まで拡大
やまがた子育て応援パスポート

　

「
直
線
Ｌ
上
に
点
Ｐ
が
あ
る
。
点
Ｐ
で
直
線
Ｌ

に
接
す
る
半
径
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
Ｏ
を
一

つ
作
図
し
な
さ
い
」
こ
れ
は
、
中
学
一
年
の
数

学
、
「
円
と
お
う
ぎ
形
の
性
質
」
の
問
題
で
す
。

　

こ
の
冬
、
何
か
の
用
で
中
学
一
年
の
娘
の
部
屋

に
行
っ
た
時
の
こ
と
、
数
学
の
問
題
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。

　

「
こ
の
問
題
ど
う
や
る
の
？
」
と
突
然
聞
か

れ
、
三
十
数
年
ぶ
り
に
目
に
す
る
問
題
に
少
々
戸

惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
「
こ
の
問
題
文
を
声
出

し
て
読
ん
で
み
な
さ
い
」
と
娘
に
言
い
ま
し
た
。

着
い
て
一
つ
一
つ
な
ぞ
る
よ
う
に
読
み
下
し
て
い

く
と
、
ひ
と
り
で
に
答
え
が
導
か
れ
て
く
る
。
問

題
と
は
そ
の
よ
う
に
出
来
て
い
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
こ
の
年
齢
に
し
て
今
さ
ら
な
が
ら
気
付

か
さ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し

た
。

　

世
の
中
に
は

様
々
な
問
題
課

題
が
無
限
に
存

在
し
て
い
ま
す
。
数
学
の
問
題
解
決
だ
け
が
特
別

な
解
答
方
法
で
は
な
く
、
世
の
中
に
存
在
す
る

様
々
な
社
会
問
題
の
解
決
方
法
に
も
、
ま
さ
し
く

相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

娘
は
照
れ
臭
そ
う
に
、
体
を
斜
め
に
傾
け
、
聞
き

取
れ
な
い
口
ご
も
っ
た
声
で
読
み
出
し
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
な
。
問
題
文
に
真
っ
直
ぐ

真
正
面
に
向
い
て
、
そ
し
て
は
っ
き
り
声
を
出

し
て
読
ま
な
い

と
、
分
か
る
問

題
も
解
け
な
い

ぞ
」
そ
う
言
っ

て
、
も
う
一
度

し
っ
か
り
と
問

題
文
を
読
ま
せ
ま
し
た
。
言
っ
て
い
る
私
も
、
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
、
自
分
の
言
葉

に
、
ハ
ッ
と
し
た
思
い
で
し
た
。

　

問
題
に
真
っ
直
ぐ
向
き
合
い
、
じ
っ
く
り
落
ち

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
問
題
課
題
の
解
決
に
向
け
、
多
く
の

人
々
が
日
々
真
正
面
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
悪
戦

苦
闘
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
し
か

し
そ
こ
に
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
以
上
、
必
ず

問
題
は
解
決
さ
れ
る
の
で
す
。
答
え
の
無
い
問
題

な
ど
世
の
中
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

「
答
え
は
問
題
の
中
に
あ
る
」
か
ら
で
す
。

　

重
要
な
の
は
、
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
で
は
な

い
の
か
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

た
。

重
要
な
の
は
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢

真
っ
直
ぐ
真
正
面
に
向
き
合
う
こ
と

答
え
は
問
題
の
中
に
あ
る

　協賛店（企業や店舗）

で提示すると、様々な

サービスを受けることが

できる「やまがた子育て

応援パスポート事業」が

平成 22 年度以降も継続

されることとなり、対象

者も「妊婦さんと小学生以下の子どもがいる家庭」に拡

大されました。

　パスポートカードは３月下旬に、郵便もしくは保育園、

小学校を通じて配布する予定です。

■問合せ先　健康福祉課子育て支援係　☎６７－２１３２

町政スポット
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まちの話題
踊りで竣工を祝う

（３月８日／子育て支援拠点施設竣工式）
元気いっぱいのお友だち

（３月８日／りんごっこクラブ）
ここで紹介した情報以外にも、ホームページ内

「まちの写真館」には写真がいっぱい。見てね！

統合前の思い出に 園歌生みの親が訪問

全日本王者 田
た

勢
せ

邦史選手らに学ぶ

協和発酵キリン 「ジュニア卓球講習会」
（２月 20 日／大江町体育センター）

　全日本卓球選手権で４回の優

勝経験を持つ田勢邦史選手（長井

市出身）らを講師に迎えた講習会

が２月 20 日町立病院と町卓球協

会の主催により開催されました。

　田勢選手が所属する「協和発酵

キリン」は日本を代表する卓球の

強豪で、社会貢献として卓球指導

事業も行っています。この講習会

は、昨年、朝日中卓球部が中体連

県大会男子団体で初優勝を果た

したことを機に、町卓球界全体の

底上げを図ること等を目的に開

催されたもの。朝日中の生徒のほ

か、朝日卓球スポ少や大江町の小

中学生など約 50 人が日本トップ

クラスの技術を学びました。

　田勢選手は「卓球は日々の反復

練習でしか強くなれません。毎日

の練習で正確な術を習得するこ

とが大切」と語り、基本面から熱

心に指導。講習会の最後にはゲー

ムを通じて子どもたちと一緒に

汗を流し、交流を深めました。

　統合を目前に控えたふたば保育

園で、町内のコーラスグループ「あ

めっかぜ（松田昌弘代表）」を迎

えたミニコンサートが３月４日開

催されました。

　同園の園歌「風さん」は平成元

年、当時の園長と保護者からの依

頼を受け、松田さんが手掛けたも

ので、曲のイメージは「あめっか

ぜ」というグループ名から考案。

自然の中でそよぐさわやかな風を

「優しさ」に例え、誰もが優しさ

に包まれて生きていること、誰か

に支えられながら生きていること

を表現しており、その歌は現在も

多くの方々から愛されています。

　この日は閉園前の思い出にとメ

ンバー７人が訪問。園児とともに

「風さん」など数曲を歌い上げる

と、多くの方々がその歌声に感動

し、目には涙を浮かべていました。

　松田さんは「保育園がなくなる

のは寂しく思いますが、あさひ保

育園でもこの『風さん』を末永く

歌っていただきたいですね」と

語っていました。

ありがとう 「風さん」 あめっかぜミニコンサート （３月４日／ふたば保育園）

「あめっかぜ」と保育園児による「風さん」が
保護者や地域の方々へ披露された（写真右奥の方が松田昌弘さん）

田勢選手から技術を教わる参加者
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保育園への恩返し　地元菓子店が企画

わかば保育園親子サンドイッチ教室
（２月 20 日／わかば保育園）

春の雪山トレッキング （３月７日／太郎風切山）

関西弁で昔語りを披露する一幕も

身近な里山の春を歩いて楽しむ

第 14 回昔話きいてみんべのつどい （３月７日／創遊館）

　普段は踏み込まない町内の雪山

を散策する「春の雪山トレッキン

グ」が、３月７日開催され、町内

外から 25人が参加しました。

　今回一行が目指したのは太郎地

区にある風切山。数年前に雑木を

伐採したことで、町を一望できる

ようになり、その眺望は広報の 9

月号でも紹介しています。

　参加者は、午前９時に暖日林道

入口を出発。約 1 時間半ほどで

林道を抜けると、そこからは眼下

に広がる町の風景に足を止めなが

らトレッキングを楽しみました。

　この日は、あいにく曇りの天気

でしたが、山頂からは雄大な最上

川の蛇行と、山々に囲まれてたた

ずむ町の姿を見ることができ、参

加者はさわやかな汗を浮かべなが

らその景色に感激していました。

　2月20日、わかば保育園で「親

子でいっしょに作ろう　サンドイッ

チ教室」が開催されました。

　これは、大谷地区で菓子店を営

む白田和好さん（大谷一）が、これ

まで40年以上にわたって長い付き

合いのある保育園への恩返しにと、

取引先のパンメーカーと協力し開催

したものです。

　この日作ったのは、レタスやトマ

ト、ちくわなどをパンで巻くロール

サンド。参加した親子は講師の言葉

に耳を傾けながら、一つ一つの工程

を丁寧にこなして調理。親子で手作

りの味を楽しみました。

　白田さんは「長年お世話になっ

たことへの感謝の意を込め開催しま

した。この保育園とともに、良き思

い出になってくれれば幸いです」と

語っていました。

　３月７日、昔話聞いてみんべのつ

どいが開催され、町内外から約 40

人の方が「語りの会　つむぎ」の方々

による昔語りを楽しみました。

　今年は最初に民話劇が上演され

たあと、同会会員６人が町内外各地

に伝わる７話の昔話を披露。このう

ち、約15年前、大阪府から転入さ

れた吉村智子さん（八ツ沼）は、「へっ

たれ嫁」というユーモアあふれる昔

話を関西弁で語り、いつもと違った

新鮮な語り口で会場を包み込んでい

ました。

　昔話の多くは、物語を通じて人間

が生活していく上での教訓や道理を

伝えています。それぞれの結びで「人

を思いやる心」や「困ったときの助

け合い」などの大切さが説かれるた

び、共感得るようにうなずく姿が数

多く見られました。
関西弁で昔語りを披露する

吉村智子さん
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私
た
ち
の
小
さ
い
頃
は
当
然
、
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
は
な
く
、遊
び
と
い
え
ば
、

自
然
を
相
手
に
し
た
外
遊
び
ば
か
り
。
そ

の
道
具
も
既
製
品
な
ど
は
な
い
た
め
、
す

べ
て
材
料
か
ら
手
作
り
で
し
た
。
特
に
冬

場
は
、
多
く
の
家
庭
で
父
親
が
出
稼
ぎ
に

出
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
頼
れ
る
の
は
自

分
自
身
の
腕
だ
け
。
自
分
の
遊
び
道
具
を

自
分
で
作
る
の
は
ご
く
自
然
で
し
た
ね
。

そ
れ
だ
け
に
道
具
に
も
愛
着
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
「
運
転
そ
り
」
に
関
し
て
は
、

作
る
の
は
大
変
で
す
が
、
ハ
ン
ド
ル
を

切
っ
て
自
在
に
操
れ
る
こ
と
が
楽
し
く
、

裏
山
で
毎
日
の
よ
う
に
時
間
を
忘
れ
て
遊

ん
で
は
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
、
親
に
叱
ら
れ

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
い
も
が
わ
少
年
教
室
の
講
座
で
作
っ
た

の
は
、
木
そ
り
、
運
転
そ
り
、
水
鉄
砲
、

竹
ト
ン
ボ
、
竹
ス
キ
ー
、
か
ん
じ
き
の
６

種
類
。
い
ず
れ
も
、
材
料
か
ら
手
作
り
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
も
そ
れ
ら
す
べ
て

を
作
っ
た
経
験
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
物
に
よ
っ
て
は
、
公
民
館

か
ら
講
師
の
依
頼
を
受
け
た
後
に
材
料
を

集
め
て
試
作
品
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
に

も
で
き
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
工
作
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
か
や
ぶ
き
職
人
と
し
て
長
年
働
い

た
経
験
が
生
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。

　
数
回
の
講
座
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、

子
ど
も
た
ち
の
創
作
意
欲
が
高
い
こ
と
。

毎
回
見
本
を
用
意
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
目

に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
珍
し
さ
に
興
味

津
々
と
行
っ
た
様
子
で
、
作
り
方
を
教
え

る
と
、
皆
が
楽
し
そ
う
に
工
程
を
こ
な
し

て
い
き
ま
す
。
ど
れ
も
作
る
に
は
３
～
４

手作りの道具で昔遊び
モノづくりの楽しさ、 大切さを伝える

白田 吉蔵　さん （常盤）

　西五百川小学校の子どもたちを対象に開催している

「いもがわ少年教室（主催…西部公民館）」では、平成

18 年から５回にわたり「昔の遊びシリーズ」を展開し、

昔の遊び道具などを親子で製作してきました。

　その講師を務めているのが白田吉蔵さん。運転そり

や竹スキーなど、作るのは珍しいものばかりで、参加

する子どもたちは毎回、製作に遊びに夢中の様子です。

　大人を含め、仕事以外では、自らの手で何かを作る

という習慣が少なくなくなっている昨今ですが、白田

さんは講座を通して「モノづくり」の楽しさ、大切さ

を伝えています

■
第
１
４
２
回
直
木
賞
受
賞
作

「
ほ
か
な
ら
ぬ
人
へ
」
白
石 

一
文 

著

　
ほ
ん
と
は
二
人
と
も
ベ
ス
ト
の
相
手

が
ほ
か
に
い
る
ん
だ
―
。
愛
す
る
べ
き

真
の
相
手
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
？

「
恋
愛
の
本
質
」
を
克
明
に
描
き
、
さ

ら
な
る
高
み
へ
昇
華
し
た
文
芸
作
品
。

表
題
作
ほ
か
全
２
編
を
収
録
。

■
「
か
か
し
の
じ
い
さ
ん
」

深
山
　
さ
く
ら
　
文
／
黒
井
　
健
　
絵

　
か
か
し
の
じ
い
さ
ん
の
仕
事
は
、
す

ず
め
を
追
っ
払
う
こ
と
。
け
れ
ど
、
す

ず
め
は
じ
い
さ
ん
を
慕
い
、
い
つ
し
か

じ
い
さ
ん
も
す
ず
め
を
待
つ
よ
う
に
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
お
百
姓
さ
ん
が
か
す

み
網
を
か
け
よ
う
と
…
。
互
い
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
感
動
を
呼
ぶ
絵
本
。

町
立
図
書
館
お
す
す
め

今
月
話
題
の
本
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時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
完
成
品
を
手

に
し
て
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
い

つ
も
と
目
の
輝
き
が
違
い
ま
す
ね
。

　
最
近
は
「
危
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
子
ど
も
た
ち
が
刃
物
を
持
つ
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
私
は

道
具
を
使
っ
て
何
か
を
作
る
の
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
の
そ
う
い
っ
た
創
意
・
工
夫
の
経
験

が
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
、
日
本
の
重
要

な
産
業
で
あ
る
製
造
業
や
も
の
づ
く
り
文

化
を
支
え
、
社
会
に
役
立
っ
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
も
う
す
で
に
来
年
の
講
座
と
し
て

「
下
駄
ス
キ
ー
」
作
り
の
依
頼
を
受
け
て

い
ま
す
。
年
齢
も
重
ね
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
と
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、ま
た「
が

ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す

ね
。
一
年
後
に
向
け
て
、
ま
た
試
作
品
作

り
か
ら
始
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

白田さんの手つきを見守る子どもたち

（平成 20 年 7 月の竹トンボ作り教室から）

教室で作った

竹スキー（下）と運転そり（右）

旅のスケッチ本
「旅の思い出」を出版

阿部良子さん（元町）

　これまで家族・友人と訪ね

た日本各地の風景を水彩で描

いています。町立図書館にあ

りますのでぜひご覧ください。
【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
北
帰
行
／
佐
々
木
譲
　
▼
虚
ろ
舟
／
宇
江
佐

真
理
　
▼
太
陽
の
村
／
朱
川
湊
人
　
▼
故
郷
の

わ
が
家
／
村
田
喜
代
子
▼
数
え
ず
の
井
戸
／
京

極
夏
彦
　
▼
東
京
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
／
小
池
真
理

子
　
▼
陰
陽
師
　
天
鼓
ノ
巻
／
夢
枕
獏
　
▼
橋

／
橋
本
治
　
▼
水
が
握
る
日
本
の
食
と
農
の
未

来
／
谷
山
重
孝
　
▼
が
ん
患
者
、
お
金
と
の
闘

い
／
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
取
材
班
　
▼
言
葉
で
治

療
す
る
／
鎌
田
實
　
▼
七
人
の
龍
馬
／
出
久
根

達
郎
▼
龍
馬
「
海
援
隊
」
と
岩
崎
弥
太
郎
「
三

菱
商
会
」
／
童
門
冬
二
　
▼
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は

誰
の
も
の
／
東
野
圭
吾
　
▼
教
室
の
亡
霊
／
内

田
康
夫
　
▼
き
み
去
り
し
の
ち
／
重
松
清
　
▼

象
牙
色
の
賢
者
／
佐
藤
賢
一
▼
ミ
ー
ト
・
ザ
・

ビ
ー
ト
／
羽
田
圭
介
▼
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
防
災

新
常
識
／
山
村
武
彦
▼
寂
滅
の
剣
／
北
方
謙
三

　
▼
体
温
を
上
げ
る
と
健
康
に
な
る
／
齋
藤
真

嗣
　
▼
微
差
力
／
斉
藤
一
人
　
▼
楊
令
伝
12
／

北
方
謙
三
　
▼
江
　
下
／
田
渕
久
美
子
　
ほ
か

ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
の
世
界
＆

春
の
愉
し
み
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
特
集
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殊勲賞を受賞した

堀　隼
はや

聡
と

さん

（酒田商高３年／中沢）

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
輝
い
て

～
平
成
21
年
度
朝
日
町
体
育
協
会
表
彰
～

将来は町に戻って恩を返したい
～受賞者代表のあいさつ～

◆
殊
勲
賞

▼
鈴
木
陽
子
（
教
員
／
大
谷
七

／
剣
道
）
▼
志
藤
拓
矢
（
会
社

員
／
川
通
／
野
球
）
▼
佐
竹
美

咲
（
山
形
商
高
３
年
／
八
ツ
沼

／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
▼
堀

隼
聡
（
酒
田
商
高
３
年
／
中
沢

／
剣
道
）
▼
柴
田
大
輝
（
山
形

工
高
３
年
／
元
町
／
水
球
）
▼

高
橋
拓
也
（
日
大
山
形
高
３
年

／
常
盤
／
柔
道
）▼
村
山
達（
山

形
電
波
工
高
３
年
／
新
宿
／
陸

上
）
▼
志
藤
綾
子
（
左
沢
高
校

２
年
／
川
通
／
剣
道
）
▼
佐
藤

陸
（
山
形
工
高
２
年
／
真
中
／

剣
道
）
▼
菅
井
拓
人
（
東
海
大

山
形
高
２
年
／
大
町
／
陸
上
）

▼
近
藤
香
澄
（
山
形
城
北
高
２

年
／
栄
町
／
陸
上
）
▼
阿
部
陽

祐
（
酒
田
商
高
２
年
／
緑
町
／

剣
道
）
▼
今
井
将
真
（
酒
田
商

高
２
年
／
大
町
／
剣
道
）
▼
清

野
嵩
悠
（
山
形
中
央
高
１
年
／

四
ノ
沢
／
ス
キ
ー
）
▼
今
野
駿

（
山
形
南
高
１
年
／
大
町
／
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
▼
朝
日
中

学
校
卓
球
部
（
男
子
）【
村
山

伸
樹
、
五
十
公
野
泰
弘
、
齊
藤

一
馬
、
布
施
智
基
、
菅
井
和
貴
、

五
十
公
野
祐
典
、
阿
部
航
瑠
、

遠
藤
幹
士
、
阿
部
勇
太
郎
、
菅

井
圭
一
郎
、
菅
井
文
弥
】
▼
朝

日
中
学
校
女
子
剣
道
部
【
渡
辺

幸
栄
、
阿
部
結
希
、
白
田
真
奈

美
、
阿
部
真
琴
、
菊
地
咲
良
、

鈴
木
翔
子
、
松
田
ほ
ず
み
】

◆
優
秀
賞

▼
阿
部
智
恵
（
霞
城
学
園
高
校

１
年
／
常
盤
／
卓
球
）

◆
功
労
賞

▼
長
岡
綾
子
（
四
ノ
沢
／
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
）
▼
阿
部
和
夫
（
松

程
／
登
山
）

　
各
競
技
の
大
会
で
活
躍
さ
れ
た
方
を
対
象
に
し
た
町
体
育
協
会
の
表
彰

式
が
２
月
28
日
、
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
の
席
上
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
18
個
人
、
２
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
殊
勲
賞
、
優
秀
賞
、
功
労
賞

の
各
賞
を
受
賞
。
町
体
育
協
会
の
花
山
忠
夫
会
長
か
ら
賞
状
と
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　私は朝日町を離れて３年間酒

田で過ごし、酒田商業高校剣道

部で数多くの成績を残すことが

できました。この成績を残せた

のも、朝日町に育てていただき、

基礎がしっかりとできていたか

らだと思っています。

　この春以降は、大学に進学い

たしますが、今まで以上に努力

し、さらに精進したいと思って

います。そして、将来は朝日町

に戻ってきて何らかの形で育て

ていただいた恩を返せるように

していきたいと思います。

　本日は、本当にありがとうご

ざいました。 受賞した皆さん
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●平成２２年２月２８日現在
　　人　口　８，２０７ 人 （－１６）
　　　男　　４，０６６ 人 （－１０）
　　　女　　４，１４１ 人 （－　６）
　　世帯数　２，５３１世帯（－　２）
　　　　　　　　　（　　）内前月比

――――２月中の異動―――――
　出　生　　５人　転　入　　１０人
　死　亡　１３人　転　出　　１８人

人口と世帯数

区　名　　出生児氏名　性別　保護者名

大　町　鈴　木　星
せ

　那
な

　男　勇二・ 舞

大　町　渡　辺　天
あま

　照
てらす

　男　章平・知子

常　盤　樋　口　叶
と

　夢
あ

　男　 孝 ・真理子

緑　町　峯　田　望
み

　花
はな

　女　飛雄馬・ 恵

おしあわせに

長　岡　好　一
（大谷五）

菊　池　瑠　美

（東根市）

すこやかに

戸籍の
まど ■平成22年(2010年)

２月１日～２月28日　届出

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　世帯主名

西船渡　　鈴　木　権三郎　　正　志

立　木　　大　津　ヨ　シ　　正　一

石須部　　熊　谷　秀　雄　　純　雄

ふれあい荘　　大　谷　惣左エ門　本　人

夏　草　　阿　部　た　ま　　正　典

元　町　　鈴　木　隆　治　　隆　一

常　盤　　佐　竹　　　忠　　　昇　

栗木沢　　遠　藤　喜　由　　たつよ

四ノ沢　　石　塚　　　博　　英　一

中　沢　　堀　　　庄　七　　浩　一

松　程　　鈴　木　與　一　　本　人

八ツ沼　　佐　竹　義　一　　正　行

西　町　　武　田　四　郎　　良　一

　町では、平成 20 年 8 月「朝日町住宅・建築物耐

震改修促進計画」を策定しました。その中では平成

27 年度における耐震化目標を 90％と設定し、本誌

12月号でも紹介した住宅の各事業を今後展開してい

くこととしています。

　事業の推進にあたり、12月に「耐震診断士派遣事

業」の対象となる昭和 56 年以前に建築された住宅

の所有者を対象にアンケート調査を実施しました。

このほど、その集計結果がまとまりましたのでお知

らせいたします ( 設問４は高齢世帯のみを対象）。

▼朝日町住宅耐震化に係るアンケート結果

発送枚数 回収枚数 回収率
１，５８５ ６４９ ４０．９５％

▼設問１　耐震診断士派遣事業について

利用したい 利用したくない 無回答
１２７ ３８２ １４０

▼設問２　耐震改修工事の予定はありますか？

ある ない 無回答
２７ ５２２ １００

▼設問３　建て替えの予定はありますか？

ある ない 無回答
４５ ５７４ ３０

▼設問４　減災対策訪問アドバイスについて

利用したい 利用したくない 無回答
３４ ９７ ２８

▼問合せ　建設水道課整備係　☎６７－２１１５

耐震診断士派遣事業
アンケート結果

朝日中の生徒がハイチへ義援金
　朝日中次期生徒会役員の鈴木駿太朗くんと海野美

里さん（ともに２年）が 3月 11 日、日本赤十字社山

形県支部朝日町分区長の鈴木町長を訪れ、ハイチ大

地震被災者への義援金 26,922 円を手渡しました。

　この義援金はボラン

ティア活動の一環とし

て、同校生徒会が２月

末から３月初めにかけ

て集めたもの。生徒の

皆さんの善意に感謝申

し上げます。



定住にもつながる
人と人との結びつき

　
今
年
の
体
育
協
会
表
彰
式
の
席
上
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
の
が
堀

隼
聡
く
ん
（
中
沢
）。
剣
道
に
打
ち
込
む

た
め
、名
門
の
酒
田
商
業
高
校
に
進
学
し
、

主
将
、
そ
し
て
大
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま

と
め
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
８
ま
で
導
き

ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
全
文
を
１４
頁
に
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
力
強
い
決
意
に
、

多
く
の
方
々
が
心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
若
い
人
が
将
来
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う

よ
う
な
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
は
町
の
重
要
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江
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わたしの作品

課
題
の
一
つ
で
す
が
、
今
回
の
あ
い
さ
つ

は
そ
ん
な
役
場
の
小
難
し
い
理
屈
と
無
縁

の
話
。「
育
て
て
い
た
だ
い
た
恩
を
返
し

た
い
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
に
私
自

身
感
激
す
る
と
と
も
に
、
人
が
故
郷
を
大

事
に
想
う
理
由
に
は
、
幼
少
期
の
体
験
に

基
づ
い
た
、「
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
」

が
大
き
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
隼
聡
く
ん
を
は
じ
め
、
長
年
に
わ
た
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る

町
剣
道
界
の
方
々
に
は
さ
ら
に
感
服
す
る

思
い
で
す
。	

佐
久
間
　
淳

「夕焼け」

鈴木 千晴 さん

（朝日中１年／大町）

「宇宙の中のぼく」

安藤 真
ま こ と

生 さん

（朝日中３年／栗木沢）

第 51 回県こども絵画展

入選作品

この春進学・就職等で朝日町を離れる皆さん
「広報あさひまち」を定期購読しませんか？

▼料　金　年間 1,680 円（1ヵ月あたり 140 円、送料相当分のみ）

▼申込み　政策推進課まで電話、メール等で申し込みください。
　　　　　後日、郵便払込取扱票をお送りいたします。

▼申込み・問合せ　朝日町役場政策推進課　☎ 0237-67-2112
メール　inform@town.asahi.yamagata.jp


